
特許紹介 
 

 

株式会社ジオ技術研究所 

 

立体視地図表示システム 

 

 

 特許第 5903023号 

 

 

３次元地図への表示対象は、地物に限らず、地物名

称・地名・案内情報を表す文字、地図記号・通行規制標識、

経路案内における現在位置や経路など、種々の情報が

含まれる。 しかし、これらの情報は、地図としての性質上、

地物や地形と関連づけて表示せざるを得ないため、情報

と地物との重複、情報同士の重複などによって、内容が

判読しづらくなることがあった。情報の表示位置や表示サ

イズを調整することで、重複を回避する方法をとることも

可能ではあるが、情報量が多い範囲では、こうした回避

策にも限界がある。 かかる課題は、３次元地図に限定さ

れるものではなく、２次元の地図においても同様に 生じ

得る。ただし、３次元地図では、地物の側面が描かれるこ

とによって各地物の描画面積が大きくなりがちであり、上

述の重複が生じやすい傾向にある。 本発明は、これらの

課題に鑑み、地物以外に地図上に表示される種々の情

報を、判読しやすい態様で提供することを目的とする。 

 

(請求項の数 7) 

【請求項１】 

表示深さを与えて地図を立体視させる立体視地図表示

システムであって、視差を与えた右眼用画像および左眼

用画像を、それぞれ右眼および左眼で視認可能に表示す

ることで立体視を実現する立体視表示部と、地図データを

記憶する地図データベース記憶部と、前記地図データに

基づき、前記立体視表示部に対し、少なくとも一部に視差

を与えた前記右眼用画像および左眼用画像を提供する

表示制御部とを備え、前記地図データには、地物の形状

を表す地物データと、該地物以外を表し所定の規則に基

づいた表示深さで表示される表示深さ調整オブジェクトと

が記憶され、前記表示制御部は、前記表示深さ調整オブ

ジェクトを、その属性または表示位置に関する所定の規

則に基づいて、多段階の表示深さで表示させる立体視地

図表示システム。 

 

【図１】 
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